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発表演題名 浴槽での不慮の溺死・溺水の記述疫学 

発表学会名 厚生の指標 
発表者名 松井利夫、鏡森定信（富山大） 

開催場所 厚生の指標 ５６巻２号 １６～２１頁 

発表日時 平成 21 年 2 月 号 

発表内容 保管統計表を含む人口動態統計を用いて，「不慮の溺死・溺水」の人

数や死亡率（10 万対）の推移を調べ，「浴槽に関連する溺死」の性別年

齢区分別，家庭やサービス施設など発生場所別死亡数や死亡率を明らか

にし，さらに，都道府県別地域性についても検討した。 

昭和 55 年から平成 17 年までの 26 年間の人口動態統計（保管統計表）

を用いた。平成 6 年以前は外因性の「不慮の溺死」（E110)を，平成 7

年以降は「不慮の溺死」（死因簡単分類コード：20103，死因基本コード：

W65～W74）を用いて，分類（発生状況）別と発生場所別死亡数や死亡率

を算出し，全国の性別年齢階級別死亡数や都道府県別分類別死亡数から

国勢調査人口を基に死亡率を算出した。 

平成 12 年から 17 年までの「不慮の溺死」率（10 万対）の年平均は

男性 5.20，女性 4.00 であり，「浴槽での不慮の溺死」率は男性 2.68，

女性 2.77 であった。浴槽での溺死総数は 3，471 人（全年齢の 59％）

であり，そのうち家庭では 3，082 人（89％），サービス施設では 231

人（7％）であった。高齢者での「家庭」または「サービス施設」のい

ずれにおいても男性の死亡率が高かった。 

 「不慮の溺死」の 6 割弱が「浴槽」で発生し，「家庭」での発生割合

は 89％で，「サービス施設」では 7％であった。「浴槽での溺死」の 85％

が高齢者であり，「家庭の浴槽での溺死」率は全年齢でみた場合，女性

がやや高かったが，高齢者では男性が高くなった。「サービス施設」で

は男性の死亡率が女性より 5ないし 10 倍程度高く，性差が示唆された。

 
 
 


